
 
 
 
　　窯業系サイディングのDIY補修ができるのは、小さな欠けやひび割れが数箇所程度で、 
　　1階部分など安全に作業できる場合です。 
 

　　以下の項目すべてに該当すればDIYできる可能性があります。 
　　ただし、DIYは「応急処置」として考え、数年後には再補修や全体塗装が必要になることを 
　　理解しておく必要があります。 
 

【窯業系サイディングのDIY補修判断チェックリスト〜詳細版〜】 
条　件 確　認　ポ　イ　ン　ト 該 当 有 り 

高さ 
補修箇所が1階部分（地上から約2m以内）にある ⬜︎ 

脚立を使わずに手が届く範囲である ⬜︎ 

環境面 

作業日に雨が降らない（作業日含め3日間晴れの予報） ⬜︎ 

気温が5℃以上25℃以下で作業できる ⬜︎ 

風が強くない日を選べる ⬜︎ 

欠け 
欠けている範囲が5cm以内である ⬜︎ 

欠けの深さが深さが5mm以下である ⬜︎ 

ひび割れ 

ひび割れの幅が0.3mm未満（髪の毛程度の細さ） ⬜︎ 

ひび割れが1〜2本程度の局所的なもの ⬜︎ 

ひび割れから内部が見えていない ⬜︎ 

下地 

サイディングを押しても柔らかくない ⬜︎ 

触ってもボロボロと崩れない ⬜︎ 

反りや浮きが見られない ⬜︎ 

カビや腐食がない ⬜︎ 

下地(黒い防水シート)は見えていない ⬜︎ 

その他 

DIY作業に2〜3日の時間を確保できる ⬜︎ 

必要な道具と材料を揃えられる ⬜︎ 

補修が必要な箇所は1〜3箇所程度  ⬜︎ 

雨漏りが発生していない ⬜︎ 

 
　　ひとつでも該当しない項目があったり、ご自身による判断が難しいと感じたりした場合は、 
　　プロの専門業者へ無料点検の依頼も検討しましょう。 
 
　　日常生活で感じる小さな困りごとやトラブル、どんなことでもお気軽にご相談ください。 
　　私たちが一緒に解決策を見つけ、安心できるサポートをご提供します。 


